
議 案 審 議
　

各
路
線
と
も
こ
の
数
年
は

村
の
支
出
が
増
え
て
い
る
の

が
現
状
。
村
独
自
で
バ
ス
の

運
行
を
す
る
事
に
な
る
と
、

路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
さ
ら

に
減
少
し
、
結
果
と
し
て
路

線
バ
ス
自
体
が
廃
止
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
件
は
慎
重
な
対
応
が
必

　

イ
ン
ゲ
ン
も
葉
た
ば
こ
も

手
作
業
が
多
く
、
ピ
ー
ク
時

は
人
手
が
足
り
な
い
程
。
専

業
農
家
で
な
け
れ
ば
増
産
は

難
し
い
。
現
在
、
２
地
区
の

ほ
場
整
備
事
業
を
進
め
て
い

る
が
、
高
収
益
作
物
（
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、
サ
ツ
マ
イ
モ
）

の
生
産
を
考
え
て
い
る
。
販

売
ル
ー
ト
の
確
立
や
売
り
先

の
拡
大
な
ど
Ｊ
Ａ
と
は
よ
り

連
携
し
て
い
く
。

産
業
建
設
課
長

答

　

年
末
年
始
を
除
き
、
ロ
ビ

ー
と
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
使
え

る
。
児
童
書
が
あ
る
コ
ー
ナ

ー
は
、
５
畳
ほ
ど
あ
り
、
靴

を
脱
い
で
親
子
が
く
つ
ろ
げ

る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
他

に
は
、
給
湯
室
、
授
乳
室
も

あ
り
、
お
む
つ
交
換
も
で
き

る
。

教
育
課
長

答

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
民
間

団
体
。
賃
金
は
理
事
会
、
評

議
員
会
で
決
ま
る
。
一
般
的

に
介
護
報
酬
で
得
た
収
入
に

見
合
っ
た
人
件
費
を
出
し
て

い
る
。
村
と
し
て
は
、
補
助

金
や
人
件
費
を
こ
れ
ま
で
よ

り
増
額
し
て
い
る
。
管
内
で

健
康
福
祉
課
長

答

◎
地
方
バ
ス
路
線
運
行
補
填

補
助
金
に
つ
い
て

　

こ
の
ま
ま
乗
車
数
が
減
り

続
け
る
と
、
路
線
バ
ス
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
と

説
明
を
受
け
た
。
村
民
や
高

校
通
学
者
の
足
を
確
保
す
る

た
め
、
小
中
学
校
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
を
含
め
、
多
目
的

な
バ
ス
の
運
行
を
可
能
に
す

る
方
法
は
な
い
か
。

三
本
松
和
美
議
員

　

村
長
が
先
の
一
般
質
問
で

も
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
財

源
の
確
保
を
重
点
に
置
き
、

今
後
の
バ
ス
運
行
を
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
。

再
問

◎
農
業
関
連
予
算
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
自
給
率
を

◎
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

　

新
し
く
で
き
る
ハ
レ
ス
コ

高
橋
七
重
議
員

問

高
橋
七
重
議
員

問

◎
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ

い
て

　

高
齢
者
を
支
援
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
後
増
々
重

要
な
施
設
に
な
る
。
し
か
し
、

十
分
な
職
員
が
い
な
け
れ
ば

業
務
は
回
ら
な
い
。
介
護
の

仕
事
全
般
に
い
え
る
こ
と
だ

が
、「
賃
金
が
安
い
こ
と
」
が

人
手
不
足
の
原
因
の
一
つ
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
臨

時
職
員
の
賃
金
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

◎
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
　

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
が
進

め
る
連
携
事
業
と
し
て
、
ど

ん
な
こ
と
が
住
民
の
た
め
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
周
知
し
な
け
れ
ば
利
用

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

長
寿
社
会
対
策
事
業
と
し

て
、「
あ
さ
か
の
大
学
」
へ
の

参
加
、
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
共
同
利
用
、
病
後
児

保
育
な
ど
。
さ
ら
に
災
害
時

の
相
互
連
携
協
定
も
締
結
し

て
い
る
。
広
域
連
携
事
業
は

78
項
目
に
わ
た
り
、
実
施
、

計
画
さ
れ
て
い
る
。
周
知
で

き
る
も
の
は
広
報
誌
で
周
知

し
て
い
く
。

企
画
商
工
課
長

答

高
橋
七
重
議
員

問

令
和
４
年
度
平
田
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
９
号
）

高
橋
七
重
議
員

　

親
子
が
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
は
、

遊
具
が
あ
る
な
ど
、
も
っ
と

広
い
も
の
と
想
像
し
て
い
た

が
。

再
問

三
本
松
和
美
議
員

問

企
画
商
工
課
長

答

　

本
村
唯
一
の
公
共
機
関
で

あ
る
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

村
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
も
交
通
弱
者
対
策

と
し
て
必
要
に
な
り
、
財
源

の
確
保
は
重
要
と
考
え
る
。

企
画
商
工
課
長

再
答

令
和
５
年
度
平
田
村
一
般

会
計
予
算

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

　

一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
対
す
る

質
疑
応
答
の
内
容
を
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
本
村
の
農
政

予
算
は
、
何
ら
変
わ
り
が
な

い
。

　

今
こ
そ
イ
ン
ゲ
ン
や
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
等
評
判
の
良
い
農

産
物
の
増
産
に
向
け
た
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
加
え
て
秋
冬
作

物
を
含
む
振
興
作
物
を
作
ろ

う
と
す
る
な
ら
、
Ｊ
Ａ
の
協

力
な
し
に
は
で
き
な
い
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

要
。

や
こ
ど
も
園
で
展
開
さ
れ
る

事
業
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

の
事
業
以
外
の
時
に
、
乳
幼

児
と
親
が
ハ
レ
ス
コ
を
自
由

に
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

こ
ど
も
園
で
は
従
来
通
り
、

月
、
木
、
金
の
午
前
中
を
開

放
し
て
い
る
の
で
利
用
し
て

ほ
し
い
。

教
育
課
長

再
答

　

ジ
ュ
ピ
ア
関
連
予
算
は
、

令
和
４
年
度
予
算
は
、
補
正

額
と
指
定
管
理
料
を
合
わ
せ

る
と
村
出
し
が
１
億
７
２
１

万
１
千
円
。
令
和
５
年
度
予

算
は
指
定
管
理
料
を
除
く
と
、

三
本
松
和
美
議
員

問 も
若
干
高
い
と
思
う
。
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人
件
費
だ
け
で
も
確
保
で

き
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
が
、

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
。
み

　

経
常
一
般
財
源
は
29
億
５

千
万
円
。
経
常
経
費
は
31
億

４
千
万
円
。

　

各
種
事
業
実
施
の
た
め
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
活
用

で
き
る
有
利
な
補
助
事
業
や

起
債
を
選
択
し
、
不
足
分
を

一
般
財
源
で
補
っ
て
い
く
。

総
務
課
長

答

　

第
５
次
平
田
総
合
計
画
で

は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
27

か
所
の
設
置
を
目
標
と
し
て

い
る
。
４
年
度
ま
で
に
26
か

所
設
置
し
て
お
り
、
残
り
は

１
か
所
。
最
近
は
設
置
要
望

も
な
い
事
か
ら
、
お
お
む
ね

完
了
し
た
も
の
と
考
え
る
。

総
務
課
長

答
　

防
火
貯
水
槽
の
新
規
設
置

工
事
に
つ
い
て
、
予
算
は
５

０
０
万
円
程
度
計
上
さ
れ
て

い
る
が
計
画
は
。

三
本
松
和
美
議
員

問

三
本
松
和
美
議
員

　

沢
名
地
区
は
、
２
年
度
に

実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
。
な

ぜ
計
画
と
お
り
に
や
ら
な
い

の
か
。
残
り
１
か
所
と
は
ど

こ
か
。

再
問

三
本
松
和
美
議
員

　

収
入
に
対
し
て
、
必
ず
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額

が
上
回
っ
て
い
る
の
が
伺
え

る
。
事
業
実
施
は
、
財
政
調

整
基
金
や
補
助
金
、
起
債
等

を
活
用
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
自

主
財
源
で
実
施
す
る
に
は
厳

再
問

　

今
回
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
下
荒
井
地
区
に
は

総
務
課
長

再
答

村
長

再
答

議 案 審 議

　

地
元
か
ら
必
要
と
の
こ
と

で
あ
れ
ば
、
予
算
等
を
み
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

総
務
課
長

再
々
答

　

沢
名
地
区
は
消
火
栓
か
ら

離
れ
て
い
る
し
、
九
生
滝
川

は
大
雨
が
降
れ
ば
不
安
定
な

状
況
。
専
門
家
と
協
議
し
計

画
を
立
て
た
の
だ
か
ら
、
対

応
す
る
の
が
村
の
仕
事
で
は

な
い
か
。

三
本
松
和
美
議
員

再
々
問

三
本
松
和
美
議
員

　

昨
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
等
開

催
か
ら
、
芝
桜
の
来
場
者
を

増
や
す
工
夫
を
重
点
的
に
行

う
こ
と
が
収
益
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

再
問

　

本
予
算
に
お
け
る
経
常
一

般
財
源
、
経
常
経
費
は
そ
れ

ぞ
れ
い
く
ら
か
。
ま
た
、
人

材
育
成
、
子
育
て
環
境
の
充

実
、
防
災
対
策
等
を
進
め
る

に
は
、
村
独
自
の
財
源
確
保

が
必
要
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
対
応
は
。

三
本
松
和
美
議
員

問令
和
５
年
度
村
長
施
政
方
針

　

例
え
ば
、
１
億
円
の
事
業

を
一
般
財
源
で
実
施
す
る
よ

り
は
、
起
債
を
し
て
交
付
税

措
置
を
す
る
方
が
有
利
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
独
自
の
事

業
と
し
て
子
育
て
支
援
事
業
、

ジ
ュ
ピ
ア
関
連
事
業
等
を
実

施
し
て
い
る
。
時
代
に
あ
っ

た
行
政
運
営
に
必
要
な
も
の

を
選
択
し
な
が
ら
予
算
編
成

を
し
て
い
る
。

総
務
課
長

再
答

　

保
険
税
は
６
月
議
会
の
本

算
定
で
決
ま
る
が
、
令
和
５

年
度
は
、
一
般
被
保
険
者
医

療
給
付
費
分
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
、
介
護
給
付
費
分
、

そ
れ
ぞ
れ
が
減
額
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
保
税
は
下
が

る
と
判
断
し
て
よ
い
か
。

高
橋
七
重
議
員

問令
和
５
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

　

仮
算
定
で
は
、
７
６
０
万

円
の
減
額
だ
が
、
被
保
険
者

数
が
１
０
２
人
減
少
し
て
い

住
民
課
長

答

高
橋
七
重
議
員

　

積
立
金
を
使
う
こ
と
も
で

き
る
は
ず
。
ま
た
、
５
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
５
類
に

す
る
と
し
て
い
る
た
め
、
医

療
費
が
高
騰
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
の
対
策
は

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

再
問

　

国
保
の
積
立
金
は
、
１
１

０
０
万
円
。
予
備
費
と
合
わ

せ
た
２
７
０
０
万
円
を
軽
減

の
た
め
に
使
う
予
定
だ
が
、

引
き
下
げ
る
た
め
に
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
交
付
金
が
減

額
さ
れ
、
安
定
的
な
国
保
事

業
運
営
に
逆
行
す
る
形
に
な

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
医
療
費

高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
針
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

住
民
課
長

再
答

　

計
画
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
で
そ
の
都
度
内
容
を
説

明
し
、
議
決
を
頂
き
、
予
算

執
行
し
て
い
る
。
人
件
費
等

を
賄
え
る
よ
う
事
業
収
入
の

目
標
を
設
定
す
る
事
は
、
公

社
が
継
続
し
た
運
営
を
す
る

た
め
に
必
要
。
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
頂
け
る
施
設

に
し
た
い
。

企
画
商
工
課
長

答 昨
年
度
よ
り
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
１
０
５
７
万
８
千
円

に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
支
出

計
画
で
予
算
を
計
上
す
る
の

か
、
議
会
に
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
村
長
は
事

業
運
営
者
と
し
て
、
人
件
費

分
だ
け
で
も
確
保
で
き
る
よ

う
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
さ
ん
と
手
を
携
え
な
が
ら

良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
な
お
、
指
定
管
理
が

満
了
す
る
来
年
３
月
議
会
に

は
、
支
出
計
画
を
示
し
た
議

案
を
提
出
す
る
。

地
下
式
消
火
栓
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
九
生
滝
川
が

あ
る
こ
と
で
、
水
利
は
決
し

て
不
便
な
所
で
は
な
い
た
め
。

残
り
１
か
所
に
つ
い
て
は
、

火
事
の
時
に
水
利
が
無
く
消

火
活
動
に
支
障
を
き
た
す
場

所
を
選
定
す
る
。

る
こ
と
、
ま
た
医
療
費
指
数

が
県
内
で
も
最
上
位
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
分
は
大
き
く
増
額
す

る
見
込
み
。
決
算
剰
余
金
１

４
０
０
万
円
を
充
当
し
て
も

一
人
５
５
０
０
円
程
増
額
と

な
る
。

し
い
の
で
は
な
い
か
。
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